
・教員の新 しい知識 ・技術の吸収のため
。

・特にSE教 育 の場合
。

・「現場で求めている情報処理技術者 とは?」 を知 り教育の方向性 を見 いだす為
。

・企 業 は営利優先が激 しいので
、充分注意 しながら進める必要がある。

・専門学校 は即戦力 となる人材 を供給することに存在価値がある
。

・即戦力 になる学生教育のため。

・必要ではあるが、具体化 はむずかしいだろう。

・重要なテーマ と思いますが、学生 の技術レベルや企業 の受け入れ体制 など、現実的 には難 しい と思います。

・専門学校 は実学の機関だか ら。

・専門学校 は就職の前の トレーニ ング機関 として位置づけているので
、企業ニーズに合っていないとダメ と思う。

・企業が求 める人材 のニーズを確認する必要があるか ら
。

・企業のニーズ と学校側 の現状 をお互いに理解 し合 う
。

・企業 に対す る要請 は現場か らのニーズが多 く
、ニーズと勉学 の相関性があって意欲 も高 まる。(学 校 ・生徒)

・相互の レベルア ップにつなが り
、相互理解がで きる。

・企業が望んでいる人材 と学校側の方向性にギ ャップがあると思 う
。それ を埋めるためにも交流 は深める必要がある。

・企業における先端技術や技術動向を知ることができる
。

・企業側 の考 えを学校側 とが一致 して、真のプロフェショナルの養成が可能であると考 えるか ら。

・企業か らの要望を知る
、教育についての意見交換。

・学校での教育が実社会 と遊離 しないため
。

・技術の進歩が著 しいため、教育現場について は新 しい知識、技術を導入することはむずか しい。

・専門学校 として、できるだけ企業 のニーズに応 えることが必要である。

・産学共同により、 よりよい成果があがる。
ノ

・即戦力 となる職業人 を養成するため
。

・企業ニーズに即応出来得る人材 を育成輩出するためにも
、業界の動向等を勘案 し教育システムを構築するために も。

・企業のニーズを理解するため。

・情報処理技術 の進歩 は非常に早 く
、常 に新 しい技術の導入の必要がある。

・情報処理技術 の進展に追従 した教育を行 ってい く必要があると考える
。

・「役 に立つ」「実効」を期する教育のためには
、教育ニーズの明確化 と把握が不可欠であ り、同一 「土俵」が必要で

ある。

・最新知識 を吸収するには企業 との交流が最適 と思 う
。

・専門学校ではカ リキュラムに企業の意見 をとり入れる必要があるため
。

・学校での基礎知識 を高めるため
、企業内でその応用技術 を少 しでも身につけさせると同 じに社会人 としての心構 え

ができる。

・企業の本当に求める人材
、知識等を知 り、授業にとり入れるため。

・専門学校は就職 を目標 とす るため
。

・企業のニーズ、技術、情報。

・情報交換のため
。

・企業が求めるニーズの研究。

・どのような人材 を要求 しているかを知 るため
。

・企業の最新の情報処理知識 を知 りたい
。

・企業で望 んでいる人材 の育成が今後変化 すると思われるため
、新 しい考え方を知る必要があるため。

・企業か ら見て人材発見の場であ り、学校、生徒から見て大 きな刺激 ・活性化につながる。

・教育 を受 けたプログラム言語
、システム設計技法と各企業 との違いの調整等。

・企業ニーズの把握
、企業の求める技術者像の把握。

・専門学校教員 は一定期間企業にて研修 し、企業の技術者 は学校 で教 える経験 をしてもらう。

・情報処理技術のように進歩の速い内容の実技指導には
、特に陳腐にならないように配慮する必要がある。

・常 に新しい事の吸収
、世 の中の状況 を知 り、 どのような学生 を育成すべきかを知 るため。

・実社会 に即 した技術者育成のためには
、企業 との交流は是非必要。(一 定期間の技術研修があるとよい)

・新技術の導入
、教員 の実務経験 とこれに基づ く教育。
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・教育の技術、知識が古典的手法に落ち入 らないため。

・特に地元企業 との技術交流を通 じて企業が必要な人材 を知 る必要がある。

・企業で求めている人物像を正 しく認識す るため。

・産学の協調がなければ、社会のニーズに適性 に対応できないため。

・教員 と企業の話 し合いが必要 と感 じます。

・専門学校の教員だけでは、知識が偏 る傾向が ある。

・専門学校のカリキュラムやレベルが企業側の実態 を適確に とらえたもの とするため。

・学校側の問題点が、そのことで把握で きるか もしれない。

・お互いに理解するため と即戦力になる人材を育成す るため。

・実施方法 を研究する必要あ り。

・学校 だけでは実務に関する情報が不足するため。

・社会 と結びついた教育を行 うため。

・即戦力 となる技術者育成 には実務経験 は必要である。

・先進技術の導入は必ず必要になって くるので。

・社会の変化の激しい今 日、相互に研鎖が必要である。

・教員が生徒の就職後 の状況(求 められ る資質 ・技術等)を 知 っている必要がある。

・技術動向を知 るきっかけにもなり、学生になにか しら刺激を与える必要がある。

・互いに必要な情報の交換 をする事 によ り、レベルアップがで きると思う。

・技術の習得又は現状調査。

・学生の即戦力化を計るためには、企業 と交流 しなが ら教員 ・学生共に能力向上 していかなければならない。

・新 しい技術の開発研究 は大学以外でも行 うはず、又企業に対 して即戦力 となる卒業生 を出す必要がある。

・企業のニーズがわかる、新 しい技術が吸収で きる。

・学生が将来の自分 の職業に関する認識 を明確 にすることがで きる。

・企業が有する新 しい技術をうま く授業に導入 し、技術者を育成す る。

・学生に対 して、企業実習等で仮 り体験 をさせ る。

・即戦力、産学一体教育 こそが専門学校の特色であ り魅力であると考えます。

・日進月歩の情報処理業界に即応す るため。

・企業の求める人材を輩 出する必要があること。分野 こそ違うが人材教育 に関 しては共通の目的をもつこと。

・知識 ・技術が偏重する。実社会で必要 とされている知識 ・技術 を知る必要がある。

・企業 と学校 との相互理解 と実務教育 の導入。

・学校 は現場 の情報を取 り入れ る必要があ り、企業 は必要 としている人材 を明確 に学校に示す必要があると考える。

・情報処理業務で企業、学校 とが共通の認識で各々の役割 をはたして行 く必要があ るか ら。

・企業 の技術 を学校に導入する必要性、および学生の実態 を企業に理解 してもらう。

・新 しい技術 やニーズに対する知識 は仕事の現場で養 うことが一番効果的。

・企業 の要求する技術的内容等 を知 って、学校での教育 をより適切 なものにす るため。

・最新 の技術に基づいた教育を行 うため。

・実践的教育 を重視 している専門学校 としては、企業のニーズをタイム リーにつかむ必要がある。

・企業が望 む技術者(知 識、技術 レベル)を 輩出す る為 には、専門学校 は常に企業の動向や新技術 の分野 を知 ってお

く必要が有 ると思 う。

・専門技術 は産業界のニーズに依存す るか ら。

・情報産業の業界のニーズに対応 した人材の教育が必要。

・各産業分野でのコンピュータの活用 を授業 の一部 として聞 くだけでも学生にインパ ク トがある。

・企業が求めている新 しい技術 を学校教育カ リキ ュラムに取 り入れ るため。

・カ リキュラムに企業ニーズを反映させたい。

・我校でやっている企業実習が効果を上げている。

・専門学校は実学 を教授 し、企業で役立つ人材 を育成する場 である。そのためには、学校 としては企業の実態等 を十

分把握の うえ、指導 してい くことが肝要なことであ り、両者の連携を密にしてい く必要があるもの と思われる。

・専門学校 は企業のニーズに答える必要がある。

・技術の理解度を上げ、多 くの応用例 を授業に取 り入れ、迫力のある技術解説が可能。
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・情報処理技術者育成 のひ とつの指標 となる
。,

・学校内においては新 しい技術 の息吹がわか らず
、理屈ばか りが先行 してしまうから。

・企業の現場 について技術革新 にふれ る必要がある
。

・業界の動向
、社会の必要 とする人材のニーズを知 るため。

・産業 を無視 した専門教育 はあ り得ない
。

・企業側が求 めている人材や教育内容 についてギャップをうめることができる
。

・期限つき人事交流等 を通 じ
、新 しい技術 と教育現場 をお互 いに吸収 し発展 させる必要がある と考 える。

・学生が卒業後、即戦力 として活躍で きるためと、企業の新 しい知識技術の吸収のため。

・企業側 と学校側の情報処理教育の分担 を行 い
、全体 としてスムーズな(ギ ャップのない)情 報処理教育 を行 えれば

よい と思、う。

・学校教育 とい うものは
、 どうしても後手にな りがちで、常 に情報処理業界のニーズに対応するにはある程度 の交流

は必要 と思 う。

・情報サービス産業の激動 と変化 に対応 してい くため
。

・学校で得た教科書の知識 だけでな く
、企業の実務 を身につけることも大切である。

・研修制度 を確立することを前提 として
、教員のレベルアップと専門分野 を広げるため。

・企業の求めているものを知 る。

・勿論、相方の接点を見い出す為には必要不可欠である。

・企業ニーズに合 った人材の育成が専門学校 のひ とつの使命だと考えます
。

,・企業で実際的な経験 をつんだ先生 に講義 していただいて、人間的な面 も含む幅広い教育 をすべ きである。

・社会主義情勢が不安定で、あらゆるものがスローダウン傾向を呈 しつつある世の中で、企業ニーズを的確に捉 えて

い くことが大切。

・日々、研究 を積み重ねる必要がある。学校 はどうして も情報がお くれる。

・新 しい技術 は
、企業がイニシャティブをとっているはずだか ら。

・企業の求めている能力 を学校で開発させたい。

・生 きた知識、技術の吸収を図るため。

・新 しい技術 や考え方等 は専門学校の情報 だけでは限界がある
。

・専門学校の教育目標 は現場で役立つ知識
、技能の習得。

・ソフ トウェア人口の不足 に対 して
、企業 と学校が協力 して、人材育成 をすべ きだ と思っています。

・専門学校 は基本的 に産業技術教育 の場 である。時代 に遅れない為に企業 との交流が必要。

・情報処理技術の進歩が早いため、学校 内部の者は取 り残 され る。

・・企業が求める人材の育成 を行 う必要がある
。

・実務的な職業教育 を推進するためには
、最新の状況を把握 している企業 との交流は不可欠である。

・実務教育であるため、遊離できない。

・常 に新 しい知識、技術 を吸収 し、学生 に教 える必要がある。

・業界の動向等を知ることができるし
、企業が望む人材像 を知ることができる。

・企業が求めているものを知 ることができるので
、交流の必要性 を感 じる。

・産業界の情報 を積極的に取 り入れなければ遅れて しまう
。

・企業の必要 とす る人材 を教育するためには
、企業 との情報、人の交流が必要。

・企業が どの ような人材 を求 めているか
、常に知っておいた方が よい。

・今後の人材育成に関 して
、企業 との交流は不可欠 だ。

・学校 は基礎教育に時間 を要す るため、企業側か ら新システム技術動向の交流 をうけたい。

・両者の情報交換の場が必要なため
。

・企業内研修を専門学校で行 うようなシステムが必要 となるのでは
。

・学校で勉強 していることが企業で どのように生か されるか ということを
、肌で認識するのに好都合。

・専門学校は実践的職業能力を養成 する機関であ り
、現場 を知 らな くては目的を達成することはできない。

・情報産業が真に要求するSE像 を把握 し、学校教育 にフィー ドバ ックすることによ り、即戦力 となる人材 を養 う。

・即戦力 となる人材を育成するには、実務の知識が必要であり、企業側 との交流が大切 となる。

・企業あっての専門学校であ り、企業の進む方向を見失ってはならない。

・企業が どの様 な人材 を求めているか情報が得 られる
。新 しい技術の吸収のため。
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・実務での現況、今後の動向についての情報が得 られる。

・企業の新しい知識 を専門学校の教科にとり入れることが必要。

・企業の現状 を会得する最良の機会 と考 える。

・教員は企業の技術、動向に敏感でなければならない。

・企業が どの様 な人材が必要であるか、また専門学校側の教育 内容などを理解 し合 う。

・先端技術等、知識の導入が学校ではどうしても立ち遅れてしまう。

5.4.2盛 ん にす る必要がない理由

・専門学校の使命 としては十分な交流があれば良い と思うが、学校の経営 を考 える とあまり交流 を行 うべ きではない

と思 う。

・教育の場 と経済活動の場は違 う。

・企業が求める人材 は、その ときその会社 に応 じて変化が激し く、責任あるグローバルな要求 と考えられないか ら。

6自 由記入(意 見 ・要望)

6.1企 業

・これか らの情報サービス産業 を支 える中核的な人材 を養成す る機関 として期待 している。学生 の方には、大学生に

対する劣等意識が弱冠見 られるように思う。前述のように自分達 は業界 を支 える人材なのであ り、技術力 を含む総

合力があれば、大学生に負けないのだという自覚 と自信 を学生に持たせて頂 くよう指導の程、お願 いします。

・①在学中に最低情報処理2種 以上 は取得させて頂 きたい。② 日本人 として常識範囲内の文章力、漢字力、及びその

他一般常識が無い者 を入学(同 時 に卒業)さ せて頂 きた くない。③社会人 として最低 レベルの対人折衝能力を身に

つけさせて頂 きたい。(せ めて人 とまともにで きる程度で良い)④ 精神的に自立 させ、 ものの見方、考 え方が しっか

り出来 るようにさせて頂 きたい。(せ めて両親か らの自立だけでもよい)

・人間形成にも、 もっと力を入れて下さい。

・大学生 とは違って即戦力 となることを期待 しています。ソフ トハウスの言う即戦力 とは、最低限以下のことができ

る人を指 します。①仕様書 を理解 して、プログラムを書ける。②机上でのコー ドデバ ックがひとりで書 ける。③テ

ス ト仕様書 を理解で きる。 したがって「教科書 を理解する」というのとは質の違 う能力が必要です。 たとえば、ファ

イルの種類 は、順編成 と索引編成 …ということを知っていて も、別 に役 に立 たないのです。「これ を実現す るには、

このファイルにこのデータを持たせなければいけない」「ファイル1/0は1ケ 所でや らないとバグが多発する」と

いうようなことを考え出させる力 こそ必要です。(通産省の試験 にも、これ と同じことを感 じます。専門学校 は合格

を目指すはずですか ら、情処試験 には教育を ミス リー ドしている面もあると考えます)

・専門教科の総合力 という点では(例 えば電気全般)平 均的に見て工業高卒の方が優れているケースが多い。 しかし

或 る特定の(専 門校生が選択 した)教 科については、明 らかに専門校生の方が詳 しい。 これは学校狙 いの根本が違 っ

ているからと認識 している。我々が専門学校生 に期待 しているのは、①実務者 としての即戦力、②最新技術 を吸収

して来た専門家 としてである。 これ は決 して 「総合職」人の道 を閉 ざすものではない。最初に従事する職務が①

② であるという訳で、以降に教育 は我々の責任である。 したがって学生、学校への要望 としては、実務者 としての

トレーニング(実 習 を多 く!)最 新 機種への興味 と理解 を切 にお願いしたい。

・弊社では制御システムの開発言語 として長 ら くC言 語を採用 してまい りましたが、今般 のバ ブル経済の崩壊やダウ

ンサイジング化 に伴い、情報 システム部 門で も、LANの 構 成によるネ ットワークシステムや、オフコンのS.1.

S化 へ の対応 を早急に行いたい と計画中です。つきまして は学生 さんには、是非 ともC言 語 によるプログラ ミング

技法を教育(必 須で)し て頂 きたいと存 じます。少な くともコボルやフォー トランの教育 と同レベルの教育体制 を

至急取って頂 きたい と思います。

・昨年にも増 して ソフ トウェア技術者の不足 と、逆 に業界の沈滞 ぎみムー ドの中で当社 に至 っては、ソフトウェア技

術者の育成に時間 をか けて学校教育 を終了された生徒の方 に当社の社員教育の理念を植え付けて、将来大 きな飛躍

を遂げていただきたい。その為には、学校 での基礎技術教育を徹底 して行っていただ き、ガ ッツのある人間形成 を

つ くっていただきたいと思 ってお ります。

・専門学校には、毎年大変お世話になってお ります。当社、大部分が専門学校卒業者です。最近特に目につ くことは、

大部分の学生が企業のきびしさを知 らないで、何 とな く入社 して来る様です。毎朝9時 に出社出来ず。研修2日 目

で もうリタイヤする学生 もいます。研修中のいねむ りや話す ことを聞いていない等、社会人 としての基本や姿勢が
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出来ていない人が多 く、学生の生活 と社会人 としての生活のギャップが大 きすぎて、実務以前 の問題の学生が多い

ので、卒業の際には、社会人 としての最低の基本的な事項、特 に精神面の教育 を充分行って欲 しい と思います。

・優秀な社員 とそうでない社員の差がある。 ソフ トウェア開発に適性の無い学生 もいる。勉学や勤務に真面 目に取組

む教育を充分行って欲 しい。

・専門的な知識 の習得 は大事で あるが 「人間性豊かな人間」を育 てるよう努力願 いたい。

・学校で習得 した知識が、単なる知識 として終わらず、企業で少な くとも40%以 上 は役立つ様な教育方法を とってほ

しい。 また。技術教育 ばか りでな く、社会に出た時の しつけ、言葉遣い、礼儀等 も生徒、学生のうちか ら身につけ

る様、指導、教育 してほしい。

・大学の場合、卒業 の為の条件 として、一般企業での実習が義務付 けられているように、専門学校の場合 も1～2週

間程の企業内実習 をさせ るように した らよいと思 う。

・一般の短期大学の学生に較べ、専門学校の学生は真面目で、職への取組み も真剣です。学校 の充実 と共に、企業 と

の交流 を通 じての両者の向上 を心から望みます。

・ある専門学校 では、一社内定が出たら、 そこで就職活動 を停止させる所があ りますが、学生にとって重要な就職 を

選択のないや り方に向けるのはやめて もらいたい。学生 に自由な意志で選ばせ るのが常識 と考 えます。

・昨今の専門学校 に対する印象 としては、大学へ進学で きなかった落ちこぼれ といったところです。 もちろんこれは

私一人だけが感 じていることかも知れないし、本当の意味で自分の志 をもって勉強する学生 も多いことも.わか りま

すが、我社で も新卒採用 として、大卒者 と同様 に求人活動を行っているのですが、学生 としての意識 が低い と言わ

ざるを得ない現状 です。学校 への要望 としましては、専門知識、技術の取得及び企業内における即戦力 としての人

材育成 という本来の教育 目的を完遂 していただきたいということです。

・職業教育 としての専門学校に期待 している者 としてい くつか考えていることを記入 しました。①現状ではほ とん ど

の専門学校が願書を提出すれば入学で きる状況だと思い ますが、情報処理教育 を受けるためには基礎的な学力が必

要 と思いますので、本当の意味での入学選抜 を行 うべ きです。②抜群の就職実績、就職率100%も 良 いのですが、進

級、卒業の基準 をしっか りと決 め、あるレベル以下の学生 は卒業させないくらいの ことが必要 と考 えてい ます。③

学生獲得競争激化で情報処理教育 を行 っている学校では、資格取得(通 産省情報処理技術者試験)が 最大 の目標に

なっている様 に思われてな りません。プログラム作成能力、システム設計等。論理的思考力 をしっかりと身につけ

ることができるようなカ リキュラム、及 び学習環境 の充実に力を入れて もらいたいと考えます。

・①基礎学力のうち、語学力(日 本語、国語力)が 余 り得意 とは思われない学生が比較的見受 けられる。情報処理教

育には不可欠 と思われ るので、是非一層力 を入れていただきたい。②何のために専門学校に入学 し、何のために情

報処理を学んでいるのか とい う目的意識 を植 え付 けておいていただきたい。

・レベルのば らつ きがだいぶ大 きいように感 じます。 もう少し、卒業する時までにレベルをそろえられないか。

・①青年を2な い し3年 間、勉学に熱中する環境(教 育の)を 作って入学許可時の選別を厳 しくやってほしい。②経

営のための人数確保 よ りも、 コンピュータを学んで行 こうとの学生の気持 ちの有無 を重視する。③ どこかに就職で

きるとの甘い気持でな く、企業 に入 り生活するために力 をつける必要性があるとの認識 を持たせてほしい。④ アル

バイ トは、学校許可(生 活 に必要な場合のみ許可 し、バイク購入目的等、のめ り込 むことのないよう指導する)と

して、勉学に力を入れ させる。 ・

・①学校独 自に、産学協同を打ち出され ると他の学校 とのバランスを失いがち、また この負担 のすべてを企業側に押

しつけられる。そのための指針(基 準)を 作成 され、各校 ともにある程度の共通性が欲 しい。② 当社 の採用者 は個

体毎に見ればばらつ きが大 きいが中には優秀な人材 もある。一般的には、短大卒 よりも企業への貢献度が高 く期待

が もてる。

・アンケー トの設問の中で、企業内研修、企業からの派遣 というときの 「企業」 とは、情報処理の企業でな く、その

ユーザー企業、すなわち日本の各産業 を代表する 「企業」のことでなければな らない。(教 員が、それ らの企業出身

の方なら、あまり問題 はないが)

・①情報処理教育に も分野があ り、コースの明確化がほ しい。(例)ベ ーシックソフ ト開発系、アプリケーションソフ

ト開発系、通信ネッ トワークソフ ト開発系等。②前項の問いにもあ りましたが、資格取得の為の学習傾向が大 きい

と感 じられ、資格 にみあう技量不足がある様に思える。③専門学校 に限らずアルバイ トが多すぎる?の で は。

・学生のレベルアップを特に希望 します。

・現 状 として(人 事担当の立場か ら)卒 業生のレベルに大 きなばらっきがあるように思えます。成績や出席率等によっ

ては(も う実施 しているかもしれませんが)留 年等の処置 によ り、全体的なレベル向上 を図って頂 く様期待 します。

一部の学生 を見ております と、単 に高卒以上の学歴 をつける為に進学 しているように見 うけられ る人 もお り、高卒
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の方 との差がないことも度々あるようです。

・①(採 用に関 して)コ ンピュータメーカがハー ドを専門学校へ低価格で納め(シ ョールーム として利用)
、優秀な生

徒 を大量 に採用する。専門学校 も 「一流企業メーカに卒業生多数」をキャッチフレーズに新入生を入学 させ る。②

企業(会 社)か ら採用 目的で社員 を専門学校に教員 として送 り込み、卒業 と同時 に自社に入学 させる。①、②以外

の生徒 は自分で就職 をさがすわけですが、せっか く専門学校(情 報処理)を 卒業 して も情報処理の分野以外に就職

する生徒 も多い と聞いています。以上のイメージを専門学校 に対 して持っていますが、 これではあまり期待できま

せん。

・入社後期待される能力 として、一般企業に診ては、専門知識 も重要であるが、特 にその知識を応用出来 うる能力が

重視 されます。一般的に、 ソフ トウェアハ ウス等の専門職種で は、与 えられた条件内での設計、プログラミングが

主ですが一般企業に於けるシステム部門に於 て最 も重要なのは、業務の分析、将来の変化への対応、システムの価

値判断等、様々な要因が考えられ ます、そう云 う意味で企業 として専門学校 に期待す るものは、専門知識以外の幅

広い見識 を備 えた即戦力に近い人材 を期待 してお ります。

・入学選考 をもっときびしく、出席率よりも学力の評価 を高 くすべき。

・企業 として
、専門学校教育に一方的に依存するということではないが、ある程度の専門知識の習得を期待 している。

今後 の業界自体 の発展の為に、企業 も学校 もお互いに一方通行でなく、相互的理解の下に行動すべ きで はないか。

・2年 間の中で
、あれ もこれ もと欲張るのが無理で、カリキュラムが きついのか、専門学校卒業生の中には、入社後

幼い遊びに興 じる者が多い。又、仕事、会社、業界等に対 して視野がせまい。学校での教育 は基礎的なことにとど

め、一般教養や社会人 としての常識教育 を行 って欲 しい。又、地方では意欲 と能力を持って専門学校 に入 って くる

子 もいるわけですから、カ リキュラムに選択 コースや専攻 コースを多 く持ち、適性や能力にあった学習が学生の意

志で出来 るようにしていただきたい。

・専門学校の卒業生に対 する就職後の追跡調査が十分になされていないのではないか
。(満足度等)企 業規模 とか大企

業の系列 とか、就職担当者(先 生)と のつなが りとい うだけでな く、卒業生の満足度、仕事 の内容定着率等、十分

な調査を行 い、就職の世話 をするようにして貰いたい。本人の個性を生かせ る企業をキメ細 か く選別してい く必要

があるのではないか。

・①企業における即戦力 とな りうる人材の育成が基本姿勢 と思いますが
、(1)経営 に関するようなコス ト意識② リー

ダーシップ(3)広い範囲の判断力(資 質の問題か もしれないが)が 何 とな く不足 しているように思う。②そこでアン

ケー トにもあるような、(1)コミュニケーション②一般教養(3)企業 体験などを取 り入れ職門的な知識だけではな く、

企業人 となっても能力が発揮できるような教育体系 は取れない ものか と常々考えています。③今後はプログラム開

発などの専門知識 もさることなが ら、 コンサル タン ト的な所 も教育に取 り入れるべきと考 えます。

・情報処理の基礎教育 に時間をかけ、さらに一般教養(人 とのコミュニケーション、社会人のマナー等)基 本的なこ

とで良いのですが、時間 を増 していただきたい。

・プログラマ
、SEの 絶対数不足が更に進む傾 向にあ り、それに対応すべき専門学校あるいは情報学科の増設、増員

をする必要があると判断いたします。

・専門特化 しているため、一般教養 にやや欠 ける点がある。チャレンジ精神にやや欠ける。最初か ら専門学校へ行 く

気持 ちではな く、大学校への受験 に失敗 した結果専門学校へ来た。

・専門学校間のレベル差、個人のレベル差が有 りす ぎる。各学校で自信 を持って社会に出せる人 は20～30%で はない

か?専 門学校への入学動機が問題 なので は?例 えば勉強は好 きではないが、働 きた くない等。

・実務 に即 した教育を行 って欲 しい
。応用技術 に も重点 を置いて欲 しい。プログラ ミングスタイルを教えて欲 しい。

・年間授業時間を2割 程度増やして欲 しい。入学資格 をシビアにすべ きである。

・SEの 育 成 は5年 程度でで きるものではない と考 えて居 ります。本人の自覚 もさることなが ら、10年 、20年 と常に

前向 きに技術、知識 を修得 しつづけることので きる人格 の育成に力を注いでいただきたい。

・社会人になってから、新しい(未 知の)分 野 を担当 した時、自主的に情報の集め方、仕事の進め方や段取 りができ

るような人材 を適切な トレーニ ングで育成願いたい。

・文章力、読解力、話 し方、聞き方などの基本的な企業人 としての必要能力の育成が必要。企業で実際に行われてい

る作業に即 したカリキュラムの作成が必要。

・殆 どの専門学校がソフ ト開発のエ ンジニアを主 目標 として教育を行っているが
、実際の卒業生の多 くは企業内に於

て再教育が必要となっている。その理由 として①教育 に対する生徒の姿勢、能力の問題。②実習で使用 した機種の違

いによる問題。③教育内容が基本部分 に片寄 り、実践的な応用部分の教育がなされてない点。④ ソフ ト作成が重視

され、システム、オペ レーション、 システム運用 の重要性、関連性等への教育が軽視されている点。およそ以上の
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様な事項が考えられる。特 に上記②③④ は企業内での再教育の対象となる。ただ②項にっいては設備投資上仕方な

いとして も、③ については"文 法は判 るが、文章が書けない。 という状態であ り、④にっいては"交 通法規 は判 る

が、運転できない。という不具合 をせ しめている。 これ らを解決するためには、"学 校の中。だけの教育 を脱皮、企

業 との連携の中で①企業研修 の期間をもうけ、実システムの構築を行 う(完 了後 のシステムで良い)。 ②企業内情報

システム部 より講師派遣 をしてもらい、運用レベルの教育 を行 う、等の ことを行い、 より実践的な又、情報処理 に

対 してTOTALな 人材が育成可能 と思われる。御一考をお願 いしたい。

・①多少無理な注文ですが、学校間で能力差がかな り大 きく、採用後の教育研修のカ リキュラムの組 み方に苦慮 して

います。この差のうめ方につ き、更に検討いただ きたい。②最近 は高校か ら数学 を苦手 とす る人がふえていますが、

や はり基礎的な数学 をもう少 し教育 して欲 しいと思っています。特にマイコン系 ソフ トで は、必須です。

・申し訳な くも、専門学校卒の割に、専門知識が身についていない事にびっ くりしてい ます。

・学科名の統一化(カ リキュラム との関連)と 、 コースのオ リジナ リティーの明確化。学生に対 し、目的意識(何 の

ために学んでいるのか、社会 に出たら何をしたいのか)を 持たせる。一般常識(少 な くともニュース性 のあるもの

だけは)に 関心 を持たせる。文章力、対話力 も仕事の上では大切 です。専門 と言って も"専 門。だけに偏って しま

わないこと。意外 と 「実際の仕事」はどういうものか、を知 らない学生 も多いように感 じます。ユーザ と要件をま

とめるための折衝 など、 ロールプレイで体験す るのもよいと思いますが。

・現在
、専門学校卒業生 は技術者 としては確かに優秀 と思 うが、一般人 として考えた場合 はどうであろうか?技 術

者である前 に企業人であ り、社会人であることを深 く認識 して頂 きたい。

・学校での企業セ ミナー を拡大 してほしい
。

・確かに交流が無 いですね
。卒業生を採用 してみると、明らかにその学校の教育内容が解 るのです。悪 く云います と、

この学校 は程度が低いので は?学 校全般、個人 の能力がそうだ とは云いきれない。 しかし当社 を選び会社訪問に

来て くれることは、非常 にあ りがたいと思 う。学生側か ら見た当社のレベルにマ ッチしている… とも云えるだろう

か。当社では、人材確保 について毎年 目標を掲 げて社員皆 さんに徹底 している。①チームワークのよさを発揮 して、

大 きな仕事をな し遂げよう。②基礎技術力、応用技術力を身につけよう。③全員が国家試験 に挑戦 し、合格率を誇

ろう。

・専門の枠の中に閉 じ込 もらない、幅の広い学生の育成 をお願 いしたいと思います。

・アンケー トの設問 は学校によって まちまちであるので答 えに くい
。学校 によって企業 との関連 に熱心な ところと関

心 のないところがある。在校生 に対する教育でコンピュータソフ トウェアの実際社会での使われかたの面で、欠 け

ているように思う。

・ただプログラミングに精通するだけでなく、各業種 に特化 した知識 を少 しでも身 につけられ るカリキュラムであっ

て欲 しい。当社で はSEと してステップアップで きる人材を求めています。プログラムの知識 は言語が違って しま

うと他の大卒等の未経験者 と共に、一か ら教育することにな ります。さらにステップア ップするためには、担 当す

るユーザの知識が必要不可欠で、学校で少 しでも身につけていただければ、本人 にとってもプラスになると思いま

す。

・少な くとも、札幌の情報処理関連の専門学校 は全体的に、真面 目に、真剣 に教育 を行 っていると評価 しています。

しかし、先端産業技術 は、最近は、様変わ りす る気配があ り、これに対応 した教育 を先取 りされる事 を切 に希望 し

ます。

・入学試験が大学などに比べ、安易に考えられてお り、どうしても大学のすべ り止め的な印象を受けて しまう。専門

学校であるからには、必ず入学試験(書 類や面接 だけでな く)を 実施 し、適性試験的要素の強い ものを考慮 して頂

きたい。情報処理業界で生 きて行 こうと決めたからには、プログラミング言語 も最低2言 語以上修得(履 修ではな

い)し て欲 しい。学校側のカ リキュラムで も必修2言 語以上(選 択必修で も良い)で 検討 した頂 きたい。

・専門学校在校生に出身地別名簿 を公開 してほしい。地方企業 を早 くから理解 させてお くため。

・①精神的にまだ一人前 とな りきれないので、その レベルア ップを図るようなカ リキュラムは必要ではないか と思 う。

(企業内実習、先輩 との交流など)② 特に実習者 となるため、自分の能力がアピールで きるよう技 に磨 きをかける

ような勉強態度が希 ましい。③自習できる環境、研究室で実験 できる教室の準備 など考慮 して欲 しい。

・専門学校 は専門知識 を身 に付 ける所。身に付けられての卒業で したら良いが就職のためだけというのも見受けられ

ます。基礎知識 を十分身 に付 けられる様考慮 し、その うえに応用力 を養われ る様 にご指導下 さい。

・今後、情報処理技術 は更 に高度化 してい く状況にあり、質の高い技術者の養成 に一段の ご努力 を願 いたい。

・〔小規模企業か らの一言〕学生 はみな知名度のある会社 に就職 したが る
。そうい う会社 は安定 しているが、個人 とし

ては不安定な部分があ り、大量に退職 してしまう。実体を学校側が学生に指導 して もらいたい。小規模会社 は不安
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定ではあるが、や りがいがある仕事 もある。

・専門学校が大学 と最 も違 う点は、特定の分野に関 してよ り実践的かつ短期間でスペ シャリス トを養えるということ

だ と思われ るので、 もっ と分野を絞 って教育をして頂 きたい。それに、実習 ・演習 をもっと増や して、理想 として

は企業に入った段階で即戦力(実 際 には社会人 としての教育等あるので"即 、'とはならない)と な り人材 を養成 し

て頂ければ幸 いです。

・学校を出ても即戦力ではないので、SE、PRば か りでな くコンピュー タのハー ドを知 る意見で、コンピュー タの

運用廻 りからも入 る事 を進めて欲 しい。

・専門的な知識 はもちろん大切であるがそれ以前 に社会人 としての最低のルールは身につけてきて欲 しい。(これ は専

門学校のみな らず、学生全てに言えることだが…)と 思っています。

・情報処理技術者試験の資格取得率を高めて頂 ければ と考えます。そしてより高い目標設定がで きる人材養成を期待

致 します。(会 社内で新人の資格取得者入社により、良い刺激剤 とな り得 るし、向学心の強 さがあれば、尚更その傾

向が強まるか らです。)

・学校 によって異なっている教育 カリキュラムをある程度統一することにより、学校間の教育水準や修得科 目の格差

を是正 してい く方向へ進んで欲 しい。現状は、情報処理系専門学校卒業者を採用しても学校による履習科目の違い

や習得知識の格差により、入社後の教育が画一化出来に くい。

・情報処理技術者試験の2種 取得を是非促進 してほしい。出席率 に重点 を置 き、真面目に勉強 した者だけを卒業させ

るようにしてほしい。

・大学に負けない実践教育 をお願いします、入社試験 も厳 しく厳選 した学生 を集めて下 さい。

・大学生の増加 と大衆化、一般化に伴い、専門学校生の質が落ちているように見受けられ る。 もちろん10年 前 であっ

たら大学に入 らなかった者 も大学へ行 ぐようにな り質の悪い大学生 も増加 しているが。 これには、専門学校 をより

魅力的にし、若者 を引 きつけることにより質の良い人材が専門学校に入 るような環境作 りが必要ではないか。大学

へ行けないから(経 済的でな く、能力的に)専 門学校へ入る というイメージが少なか らずあることは事実である。

専門学校の持 つ強みの一つには、より早 く社会人 として自立する道 を提供で きるということ、又一度社会人 となっ

たが、若い うちに方向転換 をする人にその道を提供 できることであるが、このような点 を若い人達 に魅力的に感 じ

させるイメージ作 りも一つの方策であろうし、又企業 とのタイア ップ も一つの方策であろう。

・私見ですが、専門学校 は教育 の場 である為 に、どうして も資格等の獲得 を重視 してお られる様 に感 じます。現在、

SE不 足が言われていますが、社会人 としての常識、教養等 もSEのSkillの 大 事なFactorと 考 えられます。義務教

育 を終 えられて、専門知識 を吸収 する者が入 る学校 としては難 しいか もしれ ませんが、社会人教育 も是非行って欲

しいと考えます。企業 もSkillの み を重視 して採用する事 は良 くないのでは と思ってお ります。

・社会人 としてのしつけを厳 しく植えつけて欲 しい。

・私共 は、中小企業 なので特別質の良い学生が入社 しないのか もしれ ませんが(こ こ数十年5～10名 程 度入社)、 最近

の傾向 として、社会人の基本が不足 しているように思われます。本当 は教育 は入社後、各社が行なうのでしょうが、

基本的な挨拶、返事、態度 くらいはマナー として徹底 して教 えるべきではないでしょうか。特に挨拶の出来ない人

が多いのに気がつ きます。

・企業内の実習は聞 こえはよいが、それ は人手不足の穴埋めに過 ぎない場合が考えられる。授け入った企業では教育

の為足手 まといとなる。む しろ学校 としては基礎的な学力 を付 けること。 もう一つは社会人 となる為の人格形成、

礼儀正 しさなど、良い日本人 として、世界に向けて も通用す る人間育成 をしてほしい。学校経営上、多 くの学生 を

迎え入れ る事 は必要だが、学校側があそこの学生 は粒が揃 っていると云 われる様 に、学生 に対するカウンセラー も

充分行 うべ きであると思い ます。 あの学校の学生 はば らつきが多いので選択には注意、等 と云 う事 のないような学

校の評価 を得 る様努力 してほしい。

・専門学校 は、教育内容、学生 の質等の点で、学校差及び個人差が大 きい。 また、学校 めレベルを判断する場合 も、

大学のような偏差値等の客観的基準がなく、採用に当たり苦労する。 したがって、現在 は自由応募により個人の能

力 を判断し、採用 しているが、今後実績を踏 み試行錯誤 によ り学校の絞 り込みをしたいと考 えている。

・専門の学力不足。実務に近い実習 をやる。卒論 は効果がある。文章力が弱い。小人数クラスとする。

・採用にあたる立場から(開 発現場 の声 も参考に)云 えば、次の点が判 りにくく、困ることが多い。①学校別の水準

②成績表か らの実力判定 ③積極的な姿勢で専門学校を選んだ人か、消極的理由か。

・入学試験のための一時的な受験勉強 も、向学心の一つ としては意味があると思うが、その後 ほとん ど勉強 もしない、

社会的な情報や知識を身につけていないで卒業 して くる。専門学校の場合は、一般的に大学受験 を失敗 したという

概念が本人にも世間にもある。せっか く専門知識、専門技術 を身につけられるチャンスがあるのだから、欧米 の様
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に卒業が簡単 にできない教育システムで、社会人 として必要な常識や情操 も併せて指導 し、優秀な人材 を送 り出し

て欲 しい。

・①学校 で時間 をかけて勉強 してきたわ りには、 レベルが今一歩。 したがって当社で は3ケ 月の期間をかけて再度密

度の高い教育 を実施 している。その結果、高卒の優秀層は専門学校卒業生を3ケ 月後には追い抜 く場合が多い。②

文章能力(SEと しては必須の能力)が 一般的 に非常に弱い。又、プレゼンテーション能力 も弱 い。③教育カリキュ

ラムの範囲が広 いことは仕方がない として も、 もう少 しウエイ トを置いたや り方がで きない ものか。

・①実技時間が少ないのではないか
。②実社会 に相応 した指導のウェー トを大 きくしてほしい。③社会人 としての常

識に乏 しい面がある。

・どちらの学校 もりっぱに学生を育てていらっしゃるので何 も申し上げることはあ りません
。 ただ、大学生 も含めて

最近の若い人 に言えることは、やや一般教養が低いので はないか と思い ます。そのために文章作成能力が劣ってい

ると思います。

・通産省 の実施 している情報処理試験2種 合格 を専門学校 に在学中に取得 し
、さらに資格の上位 をとってプロとして

の認識 をもたせるように、教育すべ きではないだろうか。

・基礎的な知識
、技術の修得 も大切ですが、人間形成 の教育 も充分に行って下 さい。他人へ の思 いや りとか、朝 の挨

拶が きちんと行 える人が少な くなっている様 に思います。

・情報処理試験対策を中心 とした授業 カリキュラムで
、学校の実績 を残す事 を目的 とした教育ではな く、企業が望む

ような人材が育成 出来 るような授業カ リキュラムを考えていただきたい。

・①企業のニーズ(こ れは時代 と共に変わ るケース も有るが)に あったカ リキュラムを設定 していただきたい
。②実

務試験の無い学生達が、1～2年 で修得できる範囲には、おのず と限界がある。「広 く浅 く」学習す るよりは 「狭 く

深 く」学習 した方が良い。 しかし、SEを 志 す者にとって簿記 などは、関連知識 として重要である。
・今後
、卒業生の減少にともない、ますます採用がきびし くなると思われる。

・2年 間 という短い期間で、実務的な技術 と、社会的マナーを身 に付ける事 は大変な ことであると思うが、技術的な

学習を重視す る余 り、学生の職業観が狭 くなる事 もあるのではないで しょうか?一 つの業種、一つの職種 をとっ

て も様々な工程があるのだから、"こ れしかやらない、という学生ではな く"こ れを中心に(自 分の専攻 をベースに)

い ろいろな事 をやってみたい、 という学生を育 ててほしい。

・当社は専門学校卒業者 を採用 して4年 程にな ります
。毎年2～3名 の専門学校卒生が入社 して参 りますが、決 して

大卒 に劣 る事 な く、期待以上の成果 を挙げてお ります。ただやはり社交性、協調性等 は、幾分年齢が若いだけに大

卒に比べ ると不足 してお ります。その点は時間が経てば解決 しますが、自分の思った事 を発言する、団体で行動す

る等、そういった訓練 を専門学校で も、多少なり時間を割 くと良いのではないか と思います。

・近頃特に、遊び中心の学生が多い様な感があ ります。専門学校では実社会(自 分 の希望する業種)に 直結 した教育

機関であ り、学生の応募基準 を見直す必要があるので はないか。

・OSの 教育に時間をかけて欲 しい
。

・ソフ トウェア業界においては、高度化、複雑化が進む一方、技術者の不足が問題 となって きている。専門学校か ら

の技術者の供給 というのも非常に重要である。 したがって、カ リキュラムの充実 をはか り、 より実務 に柔軟 に対応

できる学生 を教育 していただきたい と思 います。

・一般常識、モラル等が大学卒 に比べると低いので、カリキュラムに反映 した方が良い と思 います。

・約10年 の採用 と採用後の人事担当の経験から
、近年の情報処理技術者不足による求人難の影響 を受け、学生が企業

内容 により初任給を中心に企業 を選択 している感があ り、学校側で何 らかの指導が願 えれ ば有難い と思います。

・企業 と学校、学生が早 めに企業選定 を行ない、 その企業 に適 した、又は必要な教育(専 修)を 実施 して欲 しい。

・今後 とも、優秀な技術者の育成 にご尽力願 います。

・弊社 のソフ トウェア技術者の内
、専門学校卒の占める割合はかなりに達 しますが、総 じて基礎学力(特 に文章、文

学)の 低 さ、視野の狭 さを感 じます。大卒が特 に優秀 だという訳ではありませんが、敢 えてその相違点 をあげるな

らば、 この点ではないで しょうか。専門学校 に入学 した学生がどういう経緯で入ったのかに もよるで しょうが、 も

し大学に入学で きなかったか らだ とすれば、専門学校で はその不足 したカ を補 うべきなのか、それ とも他の分野の

能力 を伸ばせばいいのか、それ は各々の方針によると思います。ただそ こで弊社 としての立場で勝手 なことを言わ

せて頂 くならば、専門学校卒業生 に大いなる期待 を寄せている中小企業か らすれば、目先だけの教育(単 なる知識

の詰め込み、資格至上主義、下流工程での作業員 としての即戦力 として)で はな く、企業に入 りあと約40年 間勤務

してい くための基礎的な勉強、考 え方 も身につけさせて頂 きたいと感 じます。 しか し、大企業や生産 ラインを持っ

ている会社か ら見ると、専門学校卒 の学生に対 する企業内での位置づけが弊社 とは異 なるで しょうから、期待す る
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教育内容 も当然違 って くることでしょう。今後により一層期待 します。

・人員確保のため、専門学校 の講師を現在行 ってい ます。実質、学生の1割 が合格、9割 が不合格。 これを9割 合格

にするのに苦労 しています。企業の実態、仕事の内容、人間関係等、授業の中で話 しをしていても、理解出来 る人

は少数。就職シーズンになれば、少な くとも基礎学習を繰 り返 し続けるだけです。

・現在の専門学校生は、企業側 も学生 自身 も、大学 を落 ちてその結果、専門学校へ入ったという見方が大半の様です。

特 にコンピュータ専門学校 の場合 は、自らの適性 を考 えずに、単 に就職に有利であるとか、横文字の職種(SE、

PG)へ の あこがれの様 なものが多 く見受けられます。 もち ろん優秀な学生 も多 くいることと思いますが、残念な

が ら我々の様な中小 ソフ トハウスを受験する学生 は前述のケースが大半です。その中で も最 も見劣 りするのは、国

語の基礎学力、つまり 「読む、書 く、話す」が苦手なこと。企業の中で重要な報告 をす る、 レポー トを書 く力が極

端に低 く、その対策に苦慮 しているのが現状 です。

・①今後 も即戦力の養成 を期待 したい。② また、将来的にはSEと しての能力 も活用したい と考えてお り、SEと し

ての基礎知識 も身につけておいて欲 しい。

・"専門学校 を卒業 した"と いう誇 りを持てるだけの学力(技 術力)を 養 って欲 しい。いつまでたって も"大 学に入れ

なかった"と いう意識を抱いているのは困る。

・プログラム作成時において、事務フローチャー トを書 く習慣 が段々 となくなって きていると思われ ます。机上ディ

パックが完全でない為、プログラムは出来たがプログラムが正常に動かなかったケース。又、万一 このデータが流

れたらという特殊なケースの時等が作動 しません。プログラムカをつけさせる為 にも事務 フローチャー ト作 りに力

を入れて下 さい。

・学校では、製造要員、保守要員、或は機器の使用者の教育が重視 されているが、社会の現状 は電子技術 を全 く知 ら

ない素人がコンピュータ応用機器を利用す る希望が高いこと。又 これ らの人々の利用の増加が、 コンピュータ関係

の学校や業界の発展 につながっている故、電子応用機器の利用価値やその取 り扱いについて、素人にも十分納得の

い く説明が出来 る販売要員の教育が必要である。学校では、一応 の基礎教育が終了した時点で学生個々の希望 によ

り、セールスエンジニアの教育 を行 える部門(過 程)も 必要 と考 えられる。

・入学試験時に適性テス トを行い、合否の判定に反映されることを望みます。社会人 としての基礎学力の充実 を図っ

て下さい。

・専門バカ とかいわれるような片手落 ちな教育ではな くて、 グローバルな視野を持 った豊かな人間形成を目指 しても

らいたく、その中で専門学校 としての特色 を出 して もらいたい。

・専門学校 ということで、その専門分野にか けては相応 の人材を育成 されていますが、一般常識的な知識 に極端にう

とい学生 も見受け られますので、最低限の常識(た とえば"あ いさつ"'"電 話 のかけ方"等)の 教育 も学校で学んで

きていただきたい。

・専門学校卒の方の弊社に於 ける採用実績が乏 しい為、今後数年後、具体的な要望事項等提起可能 と思われます。一

般論として、実務処理能力が早期 に着実に発揮出来 る生徒 さんを、多数育成 して頂 きたいと思います。(当 然その為

には企業サイ ドの受け入れ不備を極力無 くす事、、研修指導 を計画的に厳密に設定する事が第一 と思います。)

・"専門"と い う名前が示すように、その学校がタイ トル としているものに重点を置 き、企業内でその部分については、

ある程度 スムーズに立ち止 まれるように希望 します。

・専門知識 はもちろんですが、一般教養等の幅広い知識 を習得 して、広い視野から物事 を判断出来 る人材 を育成 して

いただきたい と思 います。

・今後 も優秀な技術者の育成 に力を注いでいただきたい と思います。

・今後、ます ます発展 していかなければならない企業を支える人材 を育成する場所 として専門学校に期待 しています。

情報処理業務が好 きで、積極的に物事 に取 り組んでい く人材 を養成 してほしい と思います。そのためには、いかに

楽 しみをもちなが ら学業生活 を送ってもらえるか、 ということを実現する様なカリキュラムを用意することが課題

になると思います。このことは、企業内での育成の方法 にも合致す る課題の一つとしてあげられますが、早期の育

成 という観点に注目します と在学中での育成 も重要か と思われ ます。今後の検討項目の一部 として、 とりあげて下

さい。

・プログラム設計の仕方、手順等の基礎を十分 に教育 していただきたい。応用は企業内にて教育 を行 う。専門学校で

勉強する以上、何 らかの資格(国 家試験)を 一つで も取 るように指導していただきたい。将来、本人の自信 にっな

がる。

・就職率を上げることだけではなく、全体 のレベルを上 げることを考 えて欲 しい。学力不足、態度不良での就職があ

るようにみえる。
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6.2専 門学校

・企業に対 して次のような質問を したい。① プログラム教育からSE教 育 に移行 してい く方が望 ましいで しょうか。

②人工知能 に関する教育の必要性はいかがでしょうか。③通産省が行っている試験 に合格することは重要で しょう

か。

・企業の本音が聞 きたい。①専門学校卒の勤務状況。②専門学校卒の給与体系。③専門学校卒の退職率。④入社後3

年 、5年 、10年 の職種(オ ペレータか、プログラマか、SEか)。 ⑤専門学校教育で役立 っているもの、不足 してい

るもの。

・本音 の所での意見交換が、企業 と専門学校相互の発展 に資する。

・即戦力 としての人材だけを求めるので はな く、企業 とともに育つことので きる人材をいかにして養成で きるかの観

点 より、専門学校では何をすべきかの意見をどんどん出 して欲 しいと思います。

・現在 の教育機関 において、企業側 とのギャップが少ない学校 と考 えて実学を多 く取 り入れて教育 しているし、今後

とも充実 した学校にしたい と思 っている。

・専門学校 の情報処理教育 は実践教育であ り、学問の領域 というより実務教育の色合いが強い と思います。ただ企業

サイ ドのニーズを把握 する事が必要 と思い ます。

今後 とも重要な情報交換の場でもある各種研修への参加交流を通 して、教員 自身の知識 を向上 させ ることが大切で

ある と思います。

・卒業生の研修体制、技術 レベルの企業間格差が大 きす ぎる。 レベルの低い自称 「ソフ トウェア業」が多い。

・最近、情報サー ビス産業の体質 を問題祝する意見 を耳にすることが多 くあ ります。学生 を送 り出す側か ら言えば、

学生が将来安心 して情報処理技術者 として(当 然本人 の努力が必要であるが)、 働 ける業界であるように改善 して頂

きたい。

・専門学校では、就職を目標 とし基礎 ・関連 ・一般の教育 を行 っているわけですが(学 校 によっては、2種 合格 を目

標 にした教育だけをやっている所 もあるようですが)、今 ほんとうに企業が求めている知識 とは何なのか、どういっ

た人材なのか、など色々な情報 を教えてほしい。

・専門学校では、即戦力 となりうる企業人 ということで教育 しているが、2年 間で はや はり基本的な教育が主たるも

の とな り、応用力 にかける。企業独自の業務内容 もあることです し、企業 に入 ってか ら3ヶ 月程度 は、企業内教育

を行 っていただ きた く思います。 また就職活動の学校への持込みは、なるべ く遅い時期 にと希望いたします。

・専門学校が、企業で求め られる人材を養成する教育機関であることを考えれば、専門学校 と企業 との交流が不可欠

であることは当然であるといえます。 その意味か ら、企業側からはもっと専門学校 に要求 を出していただきたい。

現在や将来 にわたってどの ような人材が必要で、その うち専門学校にはどの ような部分 を期待するのか、そのよう

な人材が備 えてお くべ き能力 は何 なのか、 といったことを企業の立場か ら学校 に要求 して よいと思います。その上

で、学校で実現可能な教育 とそうでない教育 について、交流の場 を通 して相互検討ができるのではないでしょうか。

・情報処理技術者不足が解消されない業界に
、年々離職率 も増加 し、動向を心配 してお ります。特に本校では年々 と

プログラマ、SEと いった情報系企業への就職希望者が減ってお り、学生調査の結果、旧情報系企業イメージが根

強 くあることが分か りました。よって学校、企業の交流 を深め、意見を交換で きるような機会を設けてい くことが、

必要ではないか と思います。

・よ く企業の方は大学、短大生に比べると基礎学や一般教養において専門学校 の学生 は欠 ける と言われますが、 その

分実習時間 に当てているので、その ところを理解 していただきたい。

・専門課程の学生 だけでな く
、高等課程でプログラムが組める学生にも注 目してほ しい。

・就職担当者でな く、教師 として企業の方へ希望 を述べます。最近、就職活動 の時期が前倒 しになってい ます。 この

ため学生が授業 を抜 けることとなり、授業の進行への影響が増大 しています。 このため、2年 制の学校の授業 レベ

ルが低下して きているように感 じられ ます。 そこで、授業の時間帯以外で企業説明会等 を設定 して頂 ける企業があ

りましたら、学生に対 して積極的にア ピールしていきたいと思います。

・求人票に書かれてある職種 と事な る職種 に配属される例 が少 しあ ります。 とくに専門学校卒業生の場合、 どんな企

業に というより、自分はどんな内容 の仕事を行 うか とい うことで就職することがほとんどですので、その辺 は、はっ

きりさせていただきたい。又、給与面などで分か りづ らいところもあります。

・高等専修学校 について、ご理解 を深めていただ きたい。

・企業の意見、要望等を積極的に学校に来校 して伝 えて頂 きたい。

・専門学校卒業生にもいろいろな人がいますが、大学生の多 くは22才 で卒業 し、専門学校生 は20才 で卒業 します。 こ
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の2才 の違いは成長期 にある事 を考 えると大 きな違いがあ り、 このまま比べてはもらいた くない。専門学校生が会

社に勤務 して2年 後に入った学生 と比 べてほしい。もちろん多種多様 な人がいるのでこうだ とは断定で きませんが、

専門学校卒業生に もすばらしい人材がいることを知 って欲 しいし、温か く育ててほしい。

・専門学校の社会的立場 を尊重 し、採用面で差別をしないでほ しい と思 う。2年 制 は短大卒、3年 制 は大卒 と短大の

中間、4年 制 となれ ば大卒 と同じ捉え方をしてほしい。大卒 しか採用 しない会社 とか、入社時か ら差別 した仕事 の

与 え方をする企業 もあるが、常 にスター トライ ンは平等にしてほしい と考える。それから先 は、本人次第で正 しく

公平な評価 をしていただければよい。

・最早、コンピュータなしでは企業 は動かない。 またコンピュータリテラシーは、現世に生 きる人間の必須の学習対

象 となるであろう。 コンピュータが もた らす生産性 はまた、人類共通の遺産である。 ロボット、 その他の作業ない

し働 きによる生産価値 は人類共通の財産で、一部企業や企業主が独占 し、その富の配分 はすべての人類 になされ、

人間は愛 と平和 を育て文化 の享受を更に拡大 し、地球に生 きた意味 を追求 し、その高 まりを後世代 に残す義務を有

する。日本 の帝国主義的、制圧主義的人間性 は世界か ら排除の対象 とな り、地球から抹殺される運命をさえ担いつ

ついると解すべきであろう。今後企業 は他を生かし、 自らも互恵の立場 をとらない限 り発展 しないのではないか。

その平和社会の管理、監視のためコンピュータの役割 は更に力 を発揮す る。その検証性 を期待出来 るのは、コン

ピュータによるほかはない。そうした方向に企業主の頭 の切 り替 えを是非、行 うべ きもの と思う。

・情報系学生 に対する期待度 は年々高まって くるが、即戦力 としての役割 を過大視することな く、'個々 の能 力 に見合っ

た形で指導してほしい。一特定分野の業務のみならず、巾広い形での経験を積み重ねていくことを望む。専門学校

に対する認識の乏 しい企業には、専門学校の社会的貢献の実績 を改めて認識 し、専門学校卒業を意識 した賃金体系

等も整えて頂 きたい。

・企業側 も専門学校の内容 をよく見学され、カ リキュラムや授業内容 を見ていただ き、学生の募集への参考 にしてい

ただきたい。専門学校 とい うものの軽視を、学校側の努力 と共に企業側 もな くしてもらい、「資格は力な り」という

事 を評価 してもらいたい と考 えます。知識偏重ではな く、人間性の教育(社 会人 としての基礎教育)が なされてい

ることも、学校側 としては見て もらいたい と考 えます。

・一部の企業 と思われるが、入社後の配置等 について学生 との約束 を守 らない企業がある。学生 は就職先決定 につい

ては、当然なが らい くつかの企業 を訪問 し、内容を得た会社の内容 と自己の適正、仕事に対 する考 え方 を総合 して

決定する。そして、希望に満ちて入社す る。 ところが企業によっては説明会の時の内容 と異なる部署に配置 し、本

人の希望を無視 し本人に失望感 を与 え、仕事に対する意欲、情熱 を失わ しめる企業が見受けられる。企業の事情 も

あると思 うが、入社前に無責任な約束をしないでほしい。

・以前 と比較すれば、専門学校に対す る評価が大部高 くなってきている と思われるが、まだ一部の企業では専門学校

生の能力が低いと考 えているところもあるようである。専門学校 に対す る正 しい認識を持ってもらい、大いに力あ

る学生を社員 として採用 して頂 きたい。

・専門学校にも身体 に障害をもった学生 もいるので、企業 としても身障者の雇用を積極的に進めて欲 しい。

・企業 の研究 は一歩先んじているので情報交換 をし、学校側 も常 に最先端 を歩む ことができるように、提携 ・協力で

きる企業があれば と考える。

・特に意見 としてはございませんが、今後の希望 として申 し上げるならば、専修学校制度が確立されて15年 を経過致

しました。確立当初から昭和60年 前 半に於ては専門学校 の認知度は今一つの感があった様な気がしましたが、以降

に於 ては景気の影響 はあったにせ よ、採用欲又、指導内容等から短卒 よりも専卒 をと言う企業が増えてきたのは実

感する所です。我々 もこの現象に 「あぐら」をか くことな く、ニーズに即応す る為の教育 システムを確立す る気構

えですので、人材不足だか らやむを得ないのではなく、人材不足だか らこそ専卒者に目を向けて頂 きたく思います。

・①情報処理技術 を専門学校に対 し開放 して欲 しい。②採用する人材の技術 レベルをもっ と明確化 して欲 しい。③メー

カーは、専門学校に対 し設備(ソ フ トも含む)導 入時の金額的考慮をすべ き。

・全専各連の 「第2次 制度検討委員会答申」が まとめられ、大幅な改革が提案されたこの機会に新生 「専門学校及び

教育」に関す る更なる理解 とご認識 をお願 いしたい。なお、学校運営 を取 り巻 く諸般 の状況をも併せ、ご賢察頂 け

れば幸いです。

・求人いただき、卒業生 を指導いただ く企業 に感謝 している。

・4年 制大学 との比較が問題あ り。同 じ就職活動 をするのに2才 の年令差 は、現在の学生にとって大 きな痛手 となる。

・専門学校 の学生の方が短大の学生よ りも目的意識がある 「よい子」なので、採用に対 して もっ と門戸 を開 いて欲 し

いo

・企業のニーズに対す る教育 を実践 してお り、求人には大学 ・短大優先 とか、過去の専門学校 にとらわれず新 しい専
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門学校の現実を見定めていただ き、求人 していただ きたい。

・大学 ・短大 にこだわ り
、専修学校を受け入れない企業 もまだ多い。企業の体質 もあるので、急には変えることは不

可能だと思 うが、専修学校 を見直 し専修学校生の採用へと一歩前進 してほ しい。

・システム開発能力を養成するための教材(シ ステム ・ソフ ト)は 一見オープンのように見受 けるが、大学や高校 の

教材 のように公開されない企業秘密の面があるので、新技術指導に大変苦慮 している。結局 は自ら開発能力 を養 い、

開拓するしかない。学校が指導力を付けるには、企業 と提携 して簡単 なものからでも良いから共同開発研究 を行 う

のが良いものと思 う。

・プログラマの適性検査 を採用の時重視 しているようですが
、学校 の内申の成績 を第一に考慮 してほ しい。

・専修学校教育振興会で行 う能力認定試験の評価 を高 くし
、A級 合格者にっいては、2種 同様の扱いをしてほしい。

・若年労働力の確保が一層困難 な時代を迎えようとしている
。加 えて、高度な技術体制へ対応で きる人材育成 も要望

されている。 このような時代 における産業教育の在 り方を考えると、従来の様な研究費 を出す といった程度の協力

でな く、指導教官の育成、講師派遣などを含めた産学協同の実をあげ、専門学校が企業の研究機関として位置つ く

ようにレベルアップされることが望まれる。

・給与面等、専門学校の卒業生の立場を明確 にしてほしい。又、22才 に なった時に大卒の初任給の基準 とをどうして

い くのか。実力がある人の場合、低 いとや る気がな くなる。

・企業 との協力については
、①教員の研修…既に実施 しているところであるが、研修後の勤務状況は研修前 と比較 し

て、格段 に向上 してお り教員自身の充実向上のためにも教育内容の向上の点か らも極めて有意義であ り、今後 とも

推進 したい。②企業からの講師派遣…新技術の導入、講師の実務体験 など多 くの面 で期待で きる、学生 も単にエ ン

ジニアリングの面だけでな く、精神的にも感化を受 けるので はないかと期待 している。

・企業の方々が専門学校生
、特にこの情報処理系卒業生 に望んでいるものは、企業体 により、また企業の規模 ・業種

によ り千差万別 のようです。卒業 してい く学生の希望 も多種多様ですが、教育内容 はもちろん、学校 は設備の面で

充分な教育体制が とれない場合が多 くあるのが現状です。教員の資質向上、設備の充実が望めたらと思います。

・学校でも努力 してい くので、企業側で も即戦力に過重 な期待 を持たず、社員 の企業内研修に時間 を充分かけていた

だきたい。(遅 咲きの若者 も少なくないので。)

・卒業後、コンピュータ専門職 として働 く学生 は3分 の1も お りません。 それ ほど専門学校生の能力 は低い ものがあ

ります。これは、高校での進路指導が良 くないためで、高校教員のコンピュータ技術者への理解不足である。高校

段階か らの情報教育を企業 にもお願い したい。また企業 によ り、必要な人材像は異なると思います。専門学校 は基

礎 と勉強の仕方、積極性、協調性を学ぶ所 と考えてお りますが、 このため即戦力 としての期待 は少なか らず無理な

点が多い。やはり人材育成 は企業の責任において、時間 と金 をかけて成 され るものである。優秀な技術者 は専門学

校 では無理。せめて優秀 にな りうる人材を育成 したい と思ってお ります。い ろいろな企業の方々 と話 します と、 こ

の点では一致 してお ります。これは専門学校だけではないのですが。残念ながら、専門学校 は2種 、1種 に相当数

の時間をとられ、企業で使える実践教育にはほど遠い所があ ります。更 に学校の生 き残 りとして、検定取得競争が

ある以上負 けられ ませんが、 なにか変な気持ちでおります。検定を取れても使い ものにならない学生 も多 いので、

何のために検定 を受 けるのか理解 した上で学生指導 していきたいと思います。2種 が取れな くても良い学生 もお り

ます。

・卒業生からの要望 として
、新入社員教育 をきちんと実施 してほしいということを聞いています。.OJTと 称 す る放

任教育がなされているような話 も聞いている。

・女性の情報処理技術者の退職者 に対する再雇用を
、真剣 に考 えるべきだ。結婚退職又 は、子育 て後で も費用的に安

価 なパ ソコン通信やファックス等により、自宅で出来る仕事が多数あるはずだ。アルバイ トやパー トとい う身分で

な く雇用 してもらいたい。

・学校 という限 られた世界 にいる学生
、職員 に対 して視野 を広げ最新技術、 ノウハウを吸収 させていかなければなら

ない。 そのためにも、何か しら企業の交わ りをもち、 リフレッシュする機会をつ くっていただきたい。ただ具体的

にどうこうとはいえませんが。

・①企業 との交流を盛んにしたい
。特に企業内実習、講師及び社員の派遣等。人 の交流 を多 くしたい。②共 同テーマ

による共同研究 ・開発を行いたい。その場合、研究費及び開発費の一部 を負担 して欲 しい。③奨学金を少 し出 して

欲 しい。④企業だけの利益 ではない、地域社会のメリッ トなども考慮 した活動であって欲 しい
。⑤利潤追求ではな

く、省力化 ・省資源化 ・効率化 ・高度化等を目的(目 標)と して欲 しい
。⑥環境保全 を前提 として欲 しい。

・情報系専門学校 との結びつきを
、深めてもらいたい。具体的に不足 している知識、分野の産学協同研究や専門分野

の公開講座 など企業 のバ ックアップが必要である。(特 に、専門学校卒業生が単 なる現場作業者化 している事実を見
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っめてもらいたい。)

・現在、資格 を中心とした学習が、専門学校の主流になっている。在学中に、努力 して資格 を取得 した者 に対 して、

ぜひ資格手当等の金銭面のみならず、他の待遇 においても一考 していただきたい。専門学校 は、資格だけを目的と

しているわけではないが、自己の学習に対す る満足感 を資格 は与 えて くれる。在学 中の取得者 とそうでない者の適

切な評価 をお願 いしたい。そうす ることにより、専門学校時代の2年 間 をさらに有意義 なものへ と変 える学生が増

えて くるのではないか と考える。

・専門学校における教育 は、企業等 において即戦力 とな りうる人材の育成 にあ りますが、教育期間が2年 間 と限られ

ていること、情報処理技術が日進月歩であることなどから、社会のニーズに応 えられる人材育成のためにも企業側

か ら、求める人間像 を知識、技術 の両面か ら具体的に提示 していただければ幸いです。

・システム設計やプログラミング手法 について、できる限 りの情報を公開 していただ きたい。

・就職試験の開始を高校同様、9月 以降が望 ましい。

・専門学校 は、大学 ・短大 とは違った方向性、独 自性 をもち、常にその教育 レベルの向上を図 り、多 くの質の良い人

材の育成に努力 している。企業の側からみるとまだまだ不十分 との見解 もあるか もしれないが、情報関連企業に限

らず企業の側が、専門学校卒業生に対 する雇用面、待遇面などでの評価を確立してもらえれば、専門学校卒業生 の

はげみになると思われる。

・本校 では自動車整備科 と情報技術科 を設置 してお りますが、自動車整備科については産学協同により教材等の積極 ・

的 な提供 を頂いてお ります。情報技術科で は、教材等の提供 もほとんどない状況です。職業教育には産学協同は欠

くことので きないものであり、情報産業界 も積極的 な協力をお願い したい。

.企 業(特 に情報系の企業)が もっと専門学校の実態、 とりわけ学生のモチベーションの実態や生活習慣 に関心 を理

解 してほしい。そのためには、学校 はもうからない とい う経済 レベルの短期的な論理だけでな く、一種の社会的な

責任 という視点か ら、企業の人 を非常勤教員 として使わせてほしい。長期的にみれば、企業にとって も若者の実態

を知ることは絶対にプラスになると確信 している。

・今後 ますます多様化していく情報産業界にあって、有能なソフ トウェア技術者の不足は切実な問題 となってきてい

る事 は周知の事ですが、 こうした中で情報処理系専門学校が如何 に有能な人材 を輩出 してい くかという事が、学校

側に課せ られた問題 となります。然 しながら、専門学校教育 はまだまだ充分 とは言えない点が有 り、企業 に対 し即

戦力になる人材の輩出には至っていないのではと感 じています。専門学校で は、より一層の教育 レベルの向上 を図っ

てい く事 は当然の事ですが、企業 におかれ まして もより充実 した新人教育 ・技術研修 を行 っていただき、新入社員

の育成 について、 よろしくお願いしたいと思います。

・長期的な視野で、社員の育成 に取 り組んでいただきたい。

情 報処縣 の牲 採用に当た。て、艮ロ戦力にな りえる人材確保 はいいのですが・入社後 は長期的視野に立 ・た幅広

い教育を実施することにより、業界 における社員 の定着率 を上 げるよう努力 していただきたい。

この ことが、高度情報社会の健全な発展につながるものと考 えます。

・学生 は企業に入社 してからの新技術の習得や、スキルアップについての不安 を抱いている様である。 このため、入

社後の社内研修、教育等に積極的に取 り組んで頂 きたい。

.あ る企業の人事担 当者か ら 「専門学校 は、電話のかけ方 とあいさつが出来れば充分です。技術的なことは、会社で

指導しますか ら。」と聞いたことがある。専門学校教育 に対 してこのような意見 を持っている企業 は、かな り多いの

ではないか と思う。専門学校 として2年 間で教 える内容 は制限があると思い ますが、いままでの経験か ら多 くの学

生が即戦力 となっていると思い ます。このような、受けとめ方のズレをな くす努力 をしていただきたい と思います。

当校 は、今年4月 か ら本格的に情報処理関連の学科をスター トします。 目標 は、第2種 取得+実 践教育(高 度 なプ

ログラミングをそれぞれ一分野研究の対象 としていく)で す。

.情 報処理技儲 を離 す る専門学校で}ま、情報処理教育実習のための蹴 設備の繍 充実・又・常疎 しい臓 技

術 を有する獅 陣を要することが不可欠なことである.そ のためには・多大な施設設備鞭 費がかさみ・又・額

研修の場の確保.輔 研修期間中の倦 獺 の確保 ・醐 等 も大変なことである・わが国産業締 界の有為な人材

を育成する専門学椥 ・対 し、産業締 界か らの専門学校 の物的 ・人的条件整備について・一層の理解 潮 力 をお願

い したい。

・新入社員にっいての 「ホメたい新入社員」、「クビにしたい新入社員」の具体例 を学生に読 ませる様 にまとめたもの

が欲 しい。

.ソ フ トウェアの開発等において、現在 は各企業が独 自の体勢 をとっている。 しかし、専門学校での教育をうまく生

かすためにも、開発工程及び技術 における標準化がなされ るべ きであると思う。 こうなれば、教育内容 もおのずと
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方向性が定 まり、より有効 となるはずである。

・コンピュータ関係の就職窓 口は広が っているが、それ以外の就職にっいては、 まだ門戸が狭 い様 に思われる。

・就職試験の際、一部の大手企業では 「受験す る学生 を○名 にしぼってもらいたい。」という要望を出 して くる。事務

処理が煩雑になるのを嫌 う感 じだろうが、 これを暗黙のうちに学業成績の優秀な者 しか受験 させないで くれ という

意味 にもとれる。企業エゴの一種 と思うが、 どの企業 も言 うように 「人物本位で採用」を実践するならば、成績 を

重視 しすぎることな く、広 く受験の機会 を与 えるような度量が欲 しい。結果 として成績優秀 な者が採用されたとし

ても、そのときは誰 もが納得するだろう。

・企業内教育 と専門学校教育 の重複 した無駄 をな くし
、合理的な教育カ リキュラム を完成 させることが、情報技術者

不足 を解決すると思 う。

・売上 げ拡大だけを目的 とした営業戦略(例 えば、人材派遣)を あまり取って欲 し くない。技術力の蓄積 ・向上に努

め経営基盤を着実に固めて行って もらいたい。 しっか り社会に根をおろした企業 として資本 を充実 し、人材育成 ・

商品力の強化 を目指 し益々の発展を期待 したい。

・卒業生の少数意見あるいは採用企業の受け売 りとして
、「専門学校の教育は役に立たない。高卒でも(社 内)教 育で

足 りる」と良 く耳にします。場合 によっては、当の企業の採用担当からも聞か され る事があ りますが、「学校」の位

置づ けを企業サイ ドが判然 と理解していないのではないか と思います。このような点で互 いに誤 解 してい る事 も

少なか らずあると考 えていますが、 これを解決するために も相互に理解を深めるチャンネルが、必要である事を痛

感 しています。 このため歩み寄 りを図る企画が双方に必要 なのではないでしょうか。 また、企業関係で採用 を図る

際、 もっともっ と巾を広げて独自の求人票送付 を積極的に行い、学生の受験機会 を増大 させ、その中で公平な選択

を行 って欲 しい。

・企業の新人研修制度 について、一層の充実 を期待する。プログラマの不足、指導者の不足などの理由か ら企業案内

などに記載 されている研修期間の半分 にも充たない期間で研修 を打ち切 られ、実務に就かされるケースが多い と聞

きます。専門学校卒者は、大卒者に比べ基礎学力や知識の面で弱い部分があると思われ ますので、研修制度の充実

を期待 します。労働条件、特 に勤務時間、残業時間の実態 を知 りたい。

・就職のための選考開始についての申 し合わせ協定事項 を守 ってほしい
。(学校教育が適正に実施 され、また学生の就

職の機会均等 ・公平性 を確保する観点から。)情 報系の企業では、できるだけSIの 登録 ・認定などを受 けることに

よ り学校側 より安心 して学生 を推薦で きる職場にしてほしいものです。

・企業 は情報処理技術者 の待遇改善
、地位の向上をはかる努力 をしてほ しい。

・SEと しての教育 においては、企業が希望する人材 としての 「能力」を重要視す るのか、それ とも 「資質」 を重要

視するのかで、おのずと専門学校教育の内容が異なる。様々な弊害 はあるが、通産省第2種 情報処理技術者試験に

見 られ るプログラマ指向的な人材を輩出(合 格)す るには、広範囲な知識(特 に関連分野)を 修得 させな くてはな

らず、資質面(SEに は一番重要)の 教育 がお ろそかになってくる。特に2年 課程ではその様相が強い。以上 は1

つ の例であるが、それらの妥協点を産学問で検討 しなければならない。つま り企業への期待でな く、将来を考えた

もの として教育のあ り方を考えてい く事が先決であると考えます。

・学生が学校 を卒業 し企業(実 社会)に 入った時
、ほ とんどの者はその期待 と夢 を打ち くだかれる。 また企業内にお

いて も、意欲的な社員が入 ってきても長続 きしない という悪循環が続 いているようであるが、これは労働市場 にお

いて人手不足か ら、仕事の集中化、マンネ リ化、あるいは物理的限界 を越 えた仕事量のため、社員の技術能力 の低

下、企業への不信感、過労 と長時間労働による健康 と余暇の不足等を招 き、社員 を失 う結果 となるようである。 こ

れはベテラン社員の代わ りに残 った者への圧迫、 また は何 も知らない新入社員の採用 といった形で、よ り一層 の相

対的人手不足 をもた らしているように感 じる。 したがって、企業においては社員のスキルア ップを図 り、かつ、無

理のない労働条件により会社 に対する満足や、社員一人一人のや りがいをか もし出す必要があると思う。

・求人誌 をはじめ として、世の中には情報処理技術者 に対する求人広告が氾濫 してお りますが、若者が待遇 を錯覚 し

やすいようなものも多々有 り、又、安易に転職 をする傾向を助長しているような ところも見受け られます。責任あ

る雇用 と求人方法の見直 し、求人広告への良識 を求めます。

・高卒2年 間の専門教育 の現場では、人間教育の面での不足 は否定できない。 したがって、人間的に未熟な卒業生 も

多 く見受けられ る。そ こで企業にお願い したいのは、専門教育の高度化 は勿論の こと、人間教育(社 会人 としての

教養など)に も多 く時間 を設定 して欲 しいということである。

・専門学校卒業生 は短大卒以上の学力、技術 を習得 している事実を認識 していない企業(大 手企業 に多い)が あるの

で採用 に当 り理解 を示 して欲 しい。

・企業への入社後、どのような教育があ るのか、 また自己啓発 の重要性、具体的な仕事内容、将来の仕事、そ して働
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く事の厳 しさ、喜び等 を学生に伝えてほしい。 このためにセ ミナー形式で学生 と話 し合 う場に積極的に参加 して も

らいたい。

・教育の資質向上 と持 っている技術の有効利用 を目的 として産学協同の研究、開発等 を進める上での企業側 の協力を

期待する。学生の採用試験 に専門知識の試験 を実施 する企業 は、ほとんど皆無である。 これ は専門技術教育 を目的

とす る専門学校にとっては、有難 くないことである。専門学校における技術教育が ほとんど評価されていない とい

うことか?

・企業の中で色々 と格差があ り、教育制度が整 っている所、又、全 くない所があ り、就職 してか らの定着 と関連があ

る様な気が します。で きれば各企業で、教育 スキル、教育制度 を確立 して欲 しいと思います。

・①求人活動 は夏休み以降にして、学生が夏休 み迄 は腰 を落 ち着 けて勉強で きるようにさせたい。②各々の企業から

どんな勉強 をしてほしいか出して もらえると、各々の学校で特色 を出し、できるものについて力点をお くのではな

いか。各学校のすみ分 けにも役立 つ。③紐付 きのない企業奨学金 を多 く出してもらえると、助かる学生が多いと思

う。④専門卒は、短大 と違 って実戦(践)的 なことをしているので、その方面のテス トを入試試験でやって もらい

たい。

・学生の採用において、情報処理技術者試験での合格 を重視 しすぎないようにして頂 きたい。勿論、一つの基準では

あると思うが、弊害 も出てきてい る。本校で は、2種 取得に力を入れて来た結果 として、逆に、取得 していない学

生が就職に対 して積極的になる傾向がある。 また、授業内容が試験対策に偏 り、本来必要であるべ き技術能力 を養

うための時間が不足する状態 となっている。

・学校、一企業の交流に対する理解 ・協力 を希望します。

・先 に本校で も一つの研究の中で企業の連携のあ りかたを探った経緯があるが、一口に企業 と言 ってもその考 え方 は

千差万別であり、同一企業の中で も人により、部署 により違 いがある。 また産学協同 と言っても、そのあ り方には

お互いの希望が合わない事 には成立せず、大変難 しい問題がある。かつ、お互いが相手方の事情についてあまり知

らない。こんな事を考える と、あまりグローバルに協力を考 える事 も難 しいように思う。意見 としては次の2点 を

申し上げたい。①企業が今後共専門学校によ り強い関心をもち、人材供給源 として大事にし、協力する事。 この点

は一般的な事 として要望 したい し、貴振興会で もより強力な施設 をお願い したい。②専門学校 は、身近な企業 と出

来る事からどん どん協力 し合 うことを考 えるべ きで、 まず人脈 を広げつつ、 とび こんで話 し合 って行 くこと。そこ

から自校のあ り方を考えること。

・企業 はここ数年間新卒者の採用については、並々 ならぬ努力を傾注 され所要人員を確保 されてきたことについて、

常々敬服 し感謝 して きた。 当校 としては、人間形成を基盤 に実務教育をより一層充実 し、よ りお役 に立てる学生 を

育成 し、企業の要望 に答 えられるよう指導 している。企業 におかれては、現在景気下降気味の折柄、経営は一段 と

厳 しい面があると思われます。特 に新入社員 の取扱いについては、 きめ細かい対応 をされ万遺漏ないもの と思いま

すが。労務管理に万全を期 され、第二新卒者発生が一人でも少ないよう特段のご配慮をお願いしたい。

・人材育成をしている段階で、やはり地元企業 との関連が連携 していないように感 じられます。また、地元思考で就

職活動していて も、どうしても一極、二極集 中ではないが、 とも今現在考えてしまいます。

・最近、バブル経済の破綻、 ソフ トウェアクライシスどころか ソフ トウェアハ ウスクライシスをかかえ、システムの

オープン化やダウンサイジング化、マルチベ ンダー化が進み、今やコンピュータ業界の成長が危ぶまれている。こ

の現状の打開策はいかにあるべ きで しょうか。 このような現状 に於て、現在 どのような人材の要求をされているの

で しょうか。 また、コンピュータメーカの赤字、人員削減や ソフ トウェア倒産件数の増加、一人当 りの売上高が低

い労働集約型で、知識集約型でないソフトウェア業界(ソ フ トウェアの生産効率の問題)を どうすればよい とお考

えで しょうか。
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